
2017年度 NANS21V改善内容（ver.1.3.4.0）

1.記録情報機能改善

　●救済コメントqJ、qRに対応（2016 年度ルール改正)

・進出者編集画面において、qJ、qRを付与するボタンを新設

　●「q」数の自動調整

・トラック種目において、「Q」数の増減に応じて、付与される「q」数を自動調整するよう仕様変更

　●登録済みオーダー情報の保持

・リレーにおいて再組分を行った際に、登録済みオーダー情報を保持するよう仕様変更

　●組人数が６名の場合におけるレーン割振り仕様変更

・中位グループを２名とし、上位グループ(シードレーン)の外レーンに割振りするよう仕様変更

※シードレーン：３～６レーン(８レーン競技場)、４～７レーン(９レーン競技場)

　●スタート審判長の登録

・「競技会基本情報」機能より、スタート審判長を登録可能

※「スタート審判長」出力箇所は、決勝一覧表のヘッダー部分のみです。

　●帳票自動保存機能における不具合修正

・「印刷」機能からEXCEL起動した「プログラムリスト」と「リザルトリスト」とを、

所定フォルダ内に自動保存する機能における、自動保存を停止することができない不具合を修正

設定ファイル：PRINT.INI

※「ExcelDir=          」とした場合に、自動保存機能が停止します。

　●決勝一覧表出力における不具合修正

・種別先行ソートとした場合に、対抗戦集計データが重複出力される不具合を修正
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　●長距離種目の帳票出力における不具合修正

・特定条件下に、競技者が１０名までしか出力されない不具合を修正

　●NANS21VDataBase復元バックアップツールの改善　(ver.1.0.1.0)

・データベースが存在していない場合に、復元処理が失敗する不具合を修正

　●所属ごとのリザルト出力

・「印刷」機能内「所属」タブ画面より、所属ごとリザルトを出力する機能を新設

・プルダウン切換えにより、「個人所属地」ごとの出力も可能

　●記録公認申請用CSVデータ作成ソフトの仕様変更 　(ver.1.5.0.0)

・出力形式の変更

2.結果登録機能改善

　●記録入力ダイアログ改善

①記録入力ダイアログの画面内位置保持

②記録入力ダイアログ内に競技者情報を表示

③記録と風力の入力順序変更

※記録用紙の読上げ順序(記録→風力)に合わせました。
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　●オンラインテスト機能

・外部接続機器とのオンラインテストを行う機能を新設

※メニュー画面の左下に設けられた「オンラインテスト」ボタンより専用画面を起動します。

各接続機器における「接続」ボタンより、ステータスを「未接続」から「接続中」に切替えます。

この状態で、各種計測装置からの受信テスト、表示盤への送信テストを行います。

※「オンラインテスト」ボタンの表示有無は、各端末の「NANS21V.INI」より設定します。

オンラインテスト画面
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3.大型映像表示機能改善

　●フィールド風あり種目と、風なし種目の表示レイアウト切替え不要

※レイアウト種別を新規追加していますので、既存レイアウトの種別コードを変更する必要があります。

レイアウト編集画面より、「CSV出力」を押下し出力される「layout.csv」のうち、項目「種別コード」

を修正し、「CSV」入力を行います。

長さの跳躍(スタート)は種別コード：「31」　長さの跳躍(リザルト)は種別コード：「32」　

長さの跳躍(ベスト８)は種別コード：「33」

混成長さの跳躍(スタート)は種別コード：「35」　混成長さの跳躍(リザルト)は種別コード：「36」　

　●歴代記録の表示順設定

※表示操作を行う端末の設定ファイル「KYOUGIKAI.INI」のうち「歴代記録表示優先度設定」部分において、

表示順を略称で記述します。

※表示順が記述されていない場合、システムに登録されている略称と合致しない場合には、

従来どおり、マスター管理のコメント出力順に従います。

4.その他機能改善

　●ロールコール操作改善

・欠場ステータスが目立つよう画面表示方法を変更

　●対抗戦集計データの賞状出力

・「賞状・証明書印刷」機能にて、登録された対抗戦集計データより賞状出力する機能を新設

※テンプレートに記述する新設の変数文字列は、以下２種類です。

・$対抗戦集計名$

・$対抗戦総合得点$
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